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※
下
記
省
令
案
は
現
在
検
討
中
の
も
の
で
す
。

建
築
士
法
に
基
づ
く
中
央
指
定
登
録
機
関
等
に
関
す
る
省
令
案
（
抄
）

第
二
章

登
録
講
習
機
関

第
一
節

構
造
設
計
一
級
建
築
士
講
習
又
は
設
備
設
計
一
級
建
築
士
講
習
の
講
習
機
関

（
講
習
事
務
の
実
施
基
準
）

第
二
十
八
条

法
第
十
条
の
二
十
八
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

二

講
習
は
講
義
及
び
修
了
考
査
に
よ
り
行
い
、
講
習
の
時
間
の
合
計
は
、
構
造
設
計
一
級
建
築
士
講
習
は
十
八
時
間
以
上

、
設
備
設
計
一
級
建
築
士
講
習
は
二
十
四
時
間
以
上
と
し
、
講
習
科
目
ご
と
の
講
義
内
容
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
内

容
と
し
、
講
義
時
間
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
時
間
と
す
る
こ
と
。

三
～
十
三

（
略
）
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第
二
節

定
期
講
習
の
講
習
機
関

（
講
習
事
務
の
実
施
基
準
）

第
三
十
九
条

法
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
二
十
八
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、

次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

二

講
習
は
講
義
及
び
修
了
考
査
に
よ
り
行
い
、
講
習
の
時
間
の
合
計
は
、
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
講
習
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
時
間
と
し
、
講
習
科
目
ご
と
の
講
義
内
容
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
内
容

と
し
、
講
義
時
間
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
時
間
と
す
る
こ
と
。

イ

一
級
建
築
士
定
期
講
習

六
時
間
以
上

ロ

二
級
建
築
士
定
期
講
習

五
時
間
以
上

ハ

木
造
建
築
士
定
期
講
習

五
時
間
以
上

ニ

構
造
設
計
一
級
建
築
士
定
期
講
習

六
時
間
以
上

ホ

設
備
設
計
一
級
建
築
士
定
期
講
習

六
時
間
以
上
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三
～
十
一

（
略
）

第
三
節

管
理
建
築
士
講
習
の
講
習
機
関

（
講
習
事
務
の
実
施
基
準
）

第
四
十
二
条

法
第
二
十
六
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
二
十
八
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、

次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

二

講
習
は
講
義
及
び
修
了
考
査
に
よ
り
行
い
、
講
習
の
時
間
の
合
計
は
、
六
時
間
以
上
と
し
、
講
習
科
目
ご
と
の
講
義
内

容
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
内
容
と
し
、
講
義
時
間
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
時
間
と
す
る
こ
と
。

三
～
十
一

（
略
）


